
c o m p a n y  n e w s l e t t e r
2026年10月号

№73
発行責任者：梅木 健二（院長）

社会医療法人財団 天心堂 へつぎ病院 リハビリテーション課

夏
が
過
ぎ
、
涼
し
く
な
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

入
院
中
は
環
境
や
生
活
リ
ズ

ム
が
変
わ
る
た
め
、
活
動
量
の

低
下
や
認
知
症
の
進
行
、
他
者

と
の
交
流
が
減
る
な
ど
退
院
後

の
生
活
や
社
会
性
に
影
響
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
身

体
機
能
だ
け
で
な
く
、
退
院
後

の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
役
割

も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
活
動
量

や
生
活
リ
ズ
ム
な
ど
の
改
善
・

維
持
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
作
業
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

●
リ
ハ
ビ
リ
や
食
事
、
排
泄
誘

導
以
外
は
部
屋
で
過
ご
す
。

●
入
院
前
よ
り
も
意
欲
や
活
動

量
が
低
下
し
て
い
る
。

●
夜
に
起
き
て
活
動
し
、
日
中

は
寝
て
し
ま
う
事
が
多
い
。

（
昼
夜
逆
転
し
て
い
る
）

●
運
動
だ
け
で
な
く
、
作
業
活

動
も
し
た
い
。

今
後
は
自
宅
生
活
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、
退

院
後
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
対
応
も
行
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
作
業
活
動
の
対
象
と

な
る
方
の
例

●
日
中
の
活
動
量
の
確
保

●
離
床
時
間
の
確
保

●
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
、
維
持

（
昼
夜
逆
転
の
予
防
）

●
認
知
機
能
訓
練

（
計
算
や
脳
ト
レ
等
の
課
題
）

●
趣
味
や
余
暇
活
動
の
提
供

●
他
者
と
の
交
流

●
上
肢
機
能
訓
練

（
創
作
、
手
作
業
な
ど
）

●
入
院
生
活
の
気
分
転
換

★
お
わ
り
に

開
放
感
の
あ
る
場
所
で
活

動
を
行
う
事
で
気
分
転
換
を

図
っ
た
り
、
他
の
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
と
の
交
流
の
場
と

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
中
で
も
患
者
さ
ん
の
リ

ハ
ビ
リ
の
進
捗
状
況
を
可
能

な
範
囲
で
お
伝
え
し
た
り
、

面
会
も
可
能
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

（
作
業
療
法
士

川
上
・
文
樹
）

★
実
施
目
的
・
内
容

★
今
後
に
つ
い
て

訪問リハビリテーション

生活の場にセラピストが伺いリハビリを行います。在宅で実用的な生活動作訓練や、自宅環境の調整、

生活内での運動の習慣付け、家族指導等行います。

問い合わせ先：リハビリテーション課 担当者：安東

電話：0570-034577（代表）

ご不明な点など、まずはお気軽にご相談ください。または、担当のケアマネジャーなどへお問い合わせ下さい。

お知らせ

【

認
知
機
能
訓
練

】

【

余
暇
活
動

】


